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多
様
性
…
と
も
に
生
き
る

生
き
づ
ら
さ
、
生
活
の
苦
し

さ
の
原
因
を
外
国
人
に
押
し
付

け
、
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、

国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
地
域
の
一

員
と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
差
別
と

排
外
主
義
を

許
さ
な
い
区
の
姿
勢
を
区
内
外

に
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
相
互
理
解
と
日
本

語
学
習
な
ど
い
っ
そ
う
の
支
援

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

差
別
と
排
外
主
義
を
許
さ
な

い
姿
勢
を
示
し
、
地
域
・
学
校

で
も
人
権
の
理
解
深
め
る
支
援

を
求
め
ま
し
た
。

区
は
「
地
域
の
分
断
を
招
い

て
は
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
施
策

で
外
国
人
住
民
の
増
加
を
ふ
ま

え
た
対
策
を
講
じ
る
」
答
弁
。

障
害
児
へ
の
支
援
強
化
を

国
は
昨
年
４
月
、
障
害
児
の

補
装
具
費
支
給
の
所
得
制
限
を

撤
廃
。
区
も
18
歳
以
下
の
日
常

生
活
用
具
や
住
宅
設
備
改
善
費

の
所
得
制
限
を
廃
止
。
し
か
し

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
や
自
動
車
燃

料
費
助
成
、
難
病
患
者
の
通
院

費
助
成
な
ど
の
制
限
は
継
続
。

練
馬
区
は
所
得
制
限
を
撤
廃
し

ま
し
た
。
親
の
所
得
状
況
に
か

か
わ
ら
ず
障
害
を
も
つ
す
べ
て

の
子
ど
も
に
支
援
が
必
要
で
す
。

国
・
都
に
親
の
所
得
基
準
に

よ
る
障
害
児
支
援
の
制
限
廃
止

を
求
め
る
と
と
も
に
、
区
の
所

得
制
限
の
撤
廃
も
求
め
ま
し
た
。

所
得
制
限
…
シ
ル
バ
ー
パ

ス
と
ど
う
違
う
の
？

区
は
「
国
、
都
も
限
ら
れ
た

財
源
を
活
用
す
る
た
め
所
得
要

件
を
設
定
さ
れ
て
お
り
、
区
も

同
様
の
考
え
」
と
答
弁
。
区
は
、

高
齢
者
の
外
出
支
援
で
シ
ル
バ
ー

パ
ス
の
所
得
制
限
な
し
の
補
助

で
一
律
１
０
０
０
円
に
。
障
害

者
の
外
出
移
動
支
援
に
所
得
制

限
…
区
の
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

定例法律相談

１０月６日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

16
日
の
区
議
会
総
務
企
画
委
員

会
で
町
屋
地
区
（
４
丁
目
付
近
）

ふ
れ
あ
い
館
の
建
築
工
事
の
契
約

の
議
案
が
出
さ
れ
可
決
。
当
初
の

ふ
れ
あ
い
館
構
想
に
町
屋
２
・

３
・
４
丁
目
地
域
が
入
っ
て
お

ら
ず
、
建
設
を
強
く
求
め
ま
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
計

画
に
盛
り
込
ま

れ
て
ず
い
ぶ
ん

時
間
が
た
ち
ま

し
た
が
、
よ
う

や
く
建
設
に
め

ど
が
つ
き
ま
し

た
。
昨
今
の
建

設
費
の
高
騰
も

あ
り
建
設
費
は
、

荒
木
田
ふ
れ
あ
い
館
な
ど
に
比
べ

３
倍
以
上
の
落
札
価
格
に
な
っ
て

い
ま
す
。
と
は
い
え
、
完
成
が
待

ち
遠
し
い
で
す
ね
。
横
山
幸
次

11
日
か
ら
始
ま
っ
た
９
月
区
議
会
。
日
本
共
産
党
か
ら

は
相
馬
区
議
、
北
村
区
議
が
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

質
問
内
容
の
要
旨
な
ど
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

外国人 (荒川区HP「さまざまな人権問題」）
・文化・価値観・ライフスタイル等の違いやそれらに

対する無理解により、外国人であることを理由とした、

賃貸住宅等への入居拒否や就労に関する不合理な扱い

等が発生しています。

・近年、特定の民族・国籍の人々

を排斥する差別的言動が、いわゆ

るヘイトスピーチとして社会問題

になっています。

「まちづくりの会」が区の担当者と話し合ったと聞きまし

た。ところがその回答は「町屋さくらの復活はない」（担当

係長）、「代替え交通手段は、グリーンスローモビリティが

できないか、検討しているが」と言いつつ、全く進んでいな

いのが現状のようです。

区の担当者の言い分には、大きな問題があります。「町屋

さくら復活はない」の根拠を議会が復活陳情を不採択にした

からというもの。しかし、区長や区議会の姿勢が変わり、区

民が声が高まれば実施に移すことは可能なのです。区民の声

を無視し、現状を未来永劫固定するようなことを平然と公務

員が口にするなどもっての外だといえます。

また代替え交通手段も結局は、金も出さずボランティア任

せでは何も進まないことは自明です。諦めずに区民の声で区

政をこじ開けるために力を尽くします。

９
月
16
日
の
総
務

企
画
委
員
会
に
、
今

年
の
プ
レ
ミ
ア
ム
お

買
い
物
券
の
発
行
を

11
月
15
日
に
前
倒
し
、

発
行
額
も
２
倍
に
す

る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
物
価
高
騰
や
商
店
街

支
援
が
そ
の
目
的
と
い
い
ま
す
。

少
し
で
も
暮
ら
し
応
援
や
商
店

街
の
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

財
源
は
「
融
資
補
助
」
な
どk

か
ら
流
用
…
そ
れ
で
い
い
の
！

２
倍
に
な
っ
た
た
め
総
事
業

費
は
、
約
６
千
万
円
弱
、
当
初

予
算
に
３
千
万
円
以
上
上
乗
せ

で
す
。
そ
の
財
源
は
、
今
年
度

の
中
小
企
業
向
け
斡
旋
融
資
の

利
子
や
信
用
保
証
料
の
補
助
金

を
回
し
た
よ
う
で
す
。

今
年
度
の
区
内
事
業
者

の
資
金
繰
り
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

区
の
斡
旋
融
資
の
件
数

が
大
き
く
減
っ
て
い
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ

大
き
な
問
題
で
す
。

本
来
な
ら
決
算
剰
余
金
を

充
て
る
べ
き

本
来
な
ら
、
今
年
度
の
決
算

剰
余
金
の
一
部
を
事
業
に
充
て

る
べ
き
で
す
。
運
転
、
設
備
含

め
た
区
の
斡
旋
融
資
の
拡
大
は
、

区
内
産
業
振
興
の
先
行
き
に
も

影
響
す
る
も
の
で
す
。

執
行
率
が
少
な
い
か
ら
と
安

易
に
融
資
の
予
算
を
横
流
し
し

て
良
い
の
か
、
区
の
産
業
振
興

へ
の
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。



19 4 6年 五日小と二日小に統合

19 8 9年 四日小・真土小統合しひぐらし小

南中・二中統合し南2中

19 9 3年 一峡小・八峡小統合し峡田小

19 9 4年 尾竹中・六中統合し原中

19 9 8年 八中・十中・日暮里中を統合し諏訪中

2 0 0 1年 諏訪中に道潅中統合

2 0 0 2年 四瑞小・五瑞小統合し汐入小

2 0 0 3年 小台橋小を尾久西小に統合

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
は
子
育
て
に
協

力
し
て
ほ
し
い
人
と
協
力
し
た

い
人
を
つ
な
げ
る
事
業
で
す
。

利
用
会
員
数
は
２
，
４
０
７
人
、

協
力
会
員
数
は
４
６
５
人
（
今

年
３
月
時
点
）
。
が
か
な
り
差

が
あ
り
ま
す
。
希
望
し
て
も
サ

ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
な
い
状
況

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。荒

川
区
の
利
用
料
金
は
、
制

度
開
始
当
初
か
ら
27
年
間
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
平
日
日
中
の
場

合
１
時
間
７
２
０
円
。
東
京
の

最
低
賃
金
は
１
０
月
か
ら
時
給

１
，
２
２
６
円
に
な
り
ま
す
。

「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
は

い
え
、
あ
ま
り
に
も
差
が
あ
り

す
ぎ
ま
す
。

葛
飾
区
は
未
就
学
児
の
場

合
、
実
質
無
償
！

他
区
で
は
金
額
の
補
助
を
し

て
利
用
者
さ
ん
の
負
担
を
減
ら

し
た
り
、
協
力
者
さ
ん
の
受
け

取

る

報

酬

を

上

げ

た

り

し

て

い

ま

す

。

練

馬

区

で

は

障

害

児

を

サ
ポ
ー
ト
す
る
際
に
区
が
５
０

０
円
追
加
す
る
な
ど
福
祉
的
な

工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
負
担
は
上
げ
ず
に
、

協
力
者
の
受
け
取
る
金
額
を
上

げ
る
こ
と
を
区
に
求
め
ま
し
た
。

荒川区は、学校施設建替え計画を提示。建替

え計画とともに小規模校「適正配置」、小中一

貫校の新設、公共施設との複合化、学校プール

のあり方、特別支援学級の増設、全小学校に学

校内学童設置なども示されています。30年スパ

ンの計画ですが、今後の公教育のあるべき姿が

問われています。専門家のお話をうかがい、区

民の皆さんとご一緒にこれからの教育を考える

イベントを計画しました。参加は無料です。ぜひご参加ください。

日時：2025年9月28日 日曜日 午前10時～12時
会場：ふらっとにっぽり3階多目的スペース

( 荒川区東日暮里6-17-6)
主催：日本共産党荒川区議団

諏
訪
台
中
学
校
は
十
中
（
現
校

舎
地
）
八
中
（
諏
訪
台
中
の
第
２

校
庭
）
日
暮
里
中
（
ラ
イ
フ
＆
シ

ニ
ア
ハ
ウ
ス
）
道
灌
山
中
（
西
日

暮
里
再
開
発
用
地
）
の
４
校
統
合

で
、
日
暮
里
地
域
に
一
つ
の
学
校

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

学
校
の
受
入
れ
数
を
は
る
か
に

超
え
る
学
齢
簿
数
で
す
が
、
３
割

近
く
が
私
立
に
入
学
で
、
何
と
か

収
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
度
か
ら
の
学
校
選

択
制
の
導
入

も
あ
り
特
別

教
室
を
普
通

教
室
に
変
更

し
て
ク
ラ
ス

数
を
増
や
し

て
き
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
や
三

河
島
・
西
日

暮
里
の
再
開

発
も
あ
り
、
現
在
の
13
ク
ラ
ス
が

将
来
24
ク
ラ
ス
を
予
想
し
、
結
局
、

六
日
小
の
建
替
え
で
小
中
一
貫
校

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ひ
ぐ
ら
し
小
も
第
四
日
暮
里
小

学
校
（
現
校
舎
地
）
と
真
土
小
学

校
（
再
開
発
地
域
）
を
統
合
。
日

暮
里
地
域
の
中
小
マ
ン
シ
ョ
ン
等

の
増
加
で
２
０
１
８
年
度
か
ら
教

室
不
足
に
、
校
舎
内
に
あ
る
西
日

暮
里
２
丁
目
ひ
ろ
ば
館
と
学
童
を

ひ
ぐ
ら
し
小
園
庭
に
建
設
し
、
普

通
教
室
を
増
や
し
ま
し
た
。

峡
田
小
も
校
庭
に
増
設

校
舎
を
建
設
。
狭
い
校
庭

が
更
に
狭
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
統
廃
合
の

結
果
を
し
っ
か
り
総
括
し
、

学
校
建
替
え
と
統
廃
合
・

小
中
一
貫
校
、
学
校
選
択

等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

猛
暑
か
ら
命
守
る
エ
ア
コ

ン
購
入
助
成
拡
充
を

都
の
「
高
齢
者
・
障
害
者
に

省
エ
ネ
エ
ア
コ
ン
購
入
費
８
万

円
助
成
」
に
あ
わ
せ
、
北
区
は

独
自
に
４
万
円
（
非
課
税
世
帯

7
万
円
）
を
上
乗
せ
し
、
ほ
ぼ

自
己
負
担
な
し
で
購
入
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
川
区
は

低
所
得
世
帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
購

入
費
助
成
や
、
高
齢
者
世
帯
へ

７
〜
８
月
の
電
気
代
補
助
な
ど

も
実
施
し
ま
し
た
。

荒
川
区
も
助
成
額
引
き
上
げ

な
ど
、
異
常
な
暑
さ
か
ら
命
を

守
る
支
援
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
都
の
助
成
拡
充
に

あ
わ
せ
、

区
の
「
省
エ
ネ
エ

ア
コ
ン
助
成
」
の
助
成
額
・
対

象
な
ど
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
「
エ
コ
助
成
は
要
件
な

ど
の
改
善
を
実
施
し
て
お
り
、

都
と
区
の
両
制
度
を
積
極
的
に

周
知
す
る
」
と
答
弁
。

荒
川
区
の
場
合
、
都
補
助
８

万
円
を
引
い
た
額
の
４
分
の
１

し
か
併
用
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

暮
ら
し
の
実
態
に
寄
り
添
っ
た

支
援
が
必
要
で
す
。


